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１

六
年
度

　

厚
生
省
交
渉
報
告

　

平
成
六
年
度
の
「
厚
生
省
へ
の
要
望
書
」
提

出
は
、
一
九
九
四
年
八
月
二
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
陳
情
に
厚
生
省
か
ら
は
、
保
険
局
医

療
課
の
田
原
貞
志
主
査
、
薬
務
局
研
究
開
発
振

興
課
の
村
上
貴
久
課
長
補
佐
、
保
健
医
療
局
疾

病
対
策
課
の
杉
山
純
課
長
補
佐
、
佐
藤
敏
信
課

長
補
佐
、
国
立
病
院
部
政
策
医
療
課
の
香
西
英

夫
課
長
補
佐
か
出
席
し
、
以
下
の
様
な
回
答

（
要
旨
）
が
あ
り
ま
し
た
。

―
。
難
病
の
原
因
究
明
と
治
療
法
の
確
立
の
た

め
の
予
算
を
大
幅
に
増
額
し
て
下
さ
い
。

２
．
公
費
負
担
対
象
疾
患
の
指
定
を
増
や
し
て

下
さ
い
。

回
答
要
旨

治
療
研
究
費
は
対
前
年
度
比

９
　
１
％
増
、
調
査
研
究
費
は
７
　
２
％
増
と
、
我
々
と

し
て
は
、
よ
く
頑
張
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
調
査
研
究
を
一
班
追
加
し
て
4
3
↓

4
4
班
体
制
へ
。
治
療
研
究
は
、
新
た
に
一
疾
病

を
加
え
、
3
5
↓
3
6
疾
病
と
し
た
い
。

３
。
オ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
。
グ
の
開
発
促
進
費
を

大
幅
に
増
や
し
て
下
さ
い
。

回
答
要
旨

回
答
要
旨

平
成
五
年
度
か
ら
稀
少
難
病

は
、
優
先
審
査
と
開
発
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
平
成
五
年
度
が
二
億
円
。
六
年
度
が
四
億

円
と
、
補
助
金
を
増
や
し
、
新
薬
の
開
発
促
進

を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
開
発
指
定
は
、
公
示
後

に
製
薬
会
社
の
申
請
受
付
、
中
央
薬
事
審
議
会

の
審
査
を
経
て
、
決
め
て
い
ま
す
。
見
込
み
の

あ
る
も
の
も
の
は
、
な
る
べ
く
取
り
入
れ
て
貰

っ
て
い
ま
す
し
、
患
者
団
体
か
ら
新
薬
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
そ
の
薬
を
作
っ
て
く
れ
る
会

社
を
探
し
、
申
請
し
て
欲
し
い
。

４
．
国
立
病
院
・
療
養
所
に
神
経
難
病
病
棟
を

整
備
し
て
下
さ
い
。

５
．
国
立
病
院
・
療
養
所
の
統
廃
合
に
よ
っ
て

難
病
病
床
の
減
少
と
か
退
院
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

難
病
病
床
は
、
平
成
四
年
一
一

月
時
点
で
、
国
立
療
養
所
に
八
六
六
人
、
国
立
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熱心な話し合いが続く

病
院
に
。
一
。
に
几
九
人
合
計
一
一
二
五
人
が
人
院
し

て
い
ま
す
。
国
立
病
院
・
療
養
所
の
統
廃
合
に

よ
り
機
能
強
化
を
目
指
し
、
更
に
充
実
を
ば
か

り
た
い
。

全
難
連

四
国
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
忠
者
さ
ん
で
、

国
立
病
院
や
療
養
所
で
の
受
け
入
れ
拒
否
に
あ

っ
た
方
が
現
に
う
ま
れ
て
い
ま
す
。
気
管
切
開

し
た
患
者
で
も
、
受
け
入
れ
が
出
来
る
様
に
、

実
態
に
見
合
っ
た
機
能
強
化
を
は
か
っ
て
欲
し

Ｘ
４
Ｑ

Ｌ
Ｗ６
。
大
学
病
院
に
神
経
内
科
を
増
や
し
、
神
経

内
科
医
の
養
成
を
促
進
し
て
下
さ
い
。

回
答
要
旨

文
部
省
に
係
わ
る
要
望
事
項

な
の
で
、
別
途
対
応
を
検
討
し
た
い
。

７
．
診
療
報
酬
の
入
院
時
医
学
管
理
料
を
、
難

病
患
者
の
場
合
は
逓
減
制
を
廃
止
し
、
難
病
患

者
が
長
則
入
院
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

回
答
要
旨

入
院
は
、
難
病
患
者
入
院
診

療
料
Ｔ
一
〇
〇
点
）
、
在
宅
患
者
応
急
入
院
診

療
料
（
五
〇
〇
点
）
特
殊
疾
忠
療
養
病
棟
人
院

料
（
Ｉ
－
一
ヒ
○
○
点
、
Ｈ
－
一
五
〇
〇
点
）

を
新
設
し
ま
す
。
外
来
は
、
難
病
外
来
忠
者
指

導
管
理
料
Ｔ
ご
Ｉ
〇
点
）
を
新
設
。
在
宅
は
、

在
宝
時
医
学
管
理
料
（
一
「
○
○
○
点
」
を
新
設

し
、
在
宅
人
工
呼
吸
指
導
管
理
料
の
点
数
ア
。

プ
（
二
〇
〇
〇
点
に
）
と
加
算
増
額
（
陽
圧
式

は
五
四
〇
〇
点
に
倍
加
、
陰
圧
式
二
〇
〇
〇
点

に
大
幅
増
）
・
回
数
制
限
廃
止
、
在
宅
患
者
訪

問
診
療
料
の
点
数
ア
と
フ
（
六
八
〇
点
に
）
と

訪
問
回
数
増
（
週
三
回
に
）
、
在
宅
寝
ぎ
り
患
者

処
置
指
導
管
理
料
の
点
数
ア
。
プ
（
八
〇
〇
点

に
）
・
回
数
制
限
廃
止
等
、
難
病
関
係
の
診
療

報
酬
を
大
幅
に
改
善
し
ま
す
。

　

全
難
連

し
ま
す
。

人
幅
な
改
善
に
深
く
感
謝
い
た

８
。
重
症
の
難
病
患
者
の
た
め
に
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
介
護
と
い
う
看
護
体
制
を
作
っ
て
下
さ
い
。

９
。
難
病
患
者
の
高
齢
化
対
策
を
進
め
て
下
さ

り1
0
．
通
院
介
護
制
度
を
設
け
て
、
難
病
患
者
か

通
院
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

貝
在
宅
難
病
患
者
へ
の
介
護
人
派
遣
制
度
を

充
実
し
て
下
さ
い
。

1
2
.
2
4
時
間
介
護
を
要
す
る
患
者
・
家
族
が
生

き
ら
れ
る
様
、
生
活
面
で
の
保
障
を
講
じ
て
下

さ
い
。

　

回
答
要
旨

　
　

難
病
対
策
と
し
て
「
今
す
ぐ

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
」

と
な
る
と
難
し
い
。
今
後
の
難
病
対
策
の
課
題

と
し
て
、
検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。

1
3
．
人
工
呼
吸
器
の
使
用
に
よ
っ
て
在
宅
医
療

が
可
能
と
な
る
難
病
患
者
に
対
し
て
、
人
工
呼

吸
器
購
入
の
公
的
助
成
を
し
て
下
さ
い
。

回
答
要
旨

平
成
六
年
度
予
算
で
、
Ａ
Ｌ

Ｓ
患
者
の
緊
急
一
時
入
院
の
べ
。
ト
を
各
県
一

床
確
保
し
ま
し
た
。
又
、
診
療
報
酬
も
大
幅
に

ア
と
フ
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
「
購

入
の
公
的
助
成
」
よ
り
、
レ
ン
タ
ル
等
で
の
採

算
が
取
れ
る
金
額
に
近
づ
い
た
の
で
は
な
い
か
、

と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
4
．
「
国
立
難
病
医
療
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
を

２
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設
立
し
て
下
さ
い
。

回
答
要
旨

回
答
要
旨

回
答
要
旨

難
病
に
は
、
特
定
疾
患
治
療

「
難
病
患
者
救
済
法
」
（
仮

保
健
所
法
の
改
正
に
よ
り
、

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

質
疑
応
答
』

　

《
質
問
―
》
「
稀
少
性
」
を
ど
の
様
に
考
え
て

い
ま
す
か
。
又
、
［
重
症
度
や
グ
レ
ー
ド
］
と
は
、

ど
ん
な
意
味
で
す
か
。

回
答
要
旨

「
稀
少
性
」
は
、
ガ
ン
や
脳

卒
中
の
方
と
区
別
す
る
う
え
で
も
必
要
な
考
え

方
で
す
。
特
定
疾
患
は
、
こ
れ
ま
で
病
名
で
の

対
応
で
し
た
。
し
か
し
、
今
後
、
新
た
に
疾
患

を
増
や
し
た
り
、
難
病
患
者
の
福
祉
を
手
が
け

る
時
に
、
財
源
を
ど
の
様
に
す
る
か
が
問
題
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
、
身
障
福
祉
に
等
級
の
考

え
が
あ
る
様
に
、
日
常
生
活
の
困
難
度
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
に
合
わ
せ
た
等
級
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
。

例
え
ば
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
は
全
く
軽
い
人
も
い

ま
す
。
又
、
新
た
な
対
象
疾
患
に
し
て
も
、
例

え
ば
原
発
性
高
脂
血
症
の
様
に
、
単
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
値
が
異
常
に
高
い
だ
け
の
人
も
沢

山
い
ま
す
。
こ
の
様
な
人
は
、
外
し
た
ら
ど
う

か
。
又
、
一
〇
〇
〇
円
と
か
、
一
〇
〇
〇
〇
円

と
か
負
担
し
て
戴
く
、
選
択
肢
も
あ
り
ま
す
。

勿
論
、
私
ど
も
は
、
皆
さ
ん
と
同
様
、
こ
れ
ま

で
の
既
得
権
を
守
る
立
場
を
最
優
先
し
た
い
と

は
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
や
れ
る
、

や
れ
な
い
も
含
め
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

《
要
望
Ｉ
》
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
は
、
介
護
の
手
が
な

い
と
生
き
て
い
け
な
い
人
ば
か
り
で
す
。
難
病

患
者
の
福
祉
を
先
送
り
に
し
な
い
で
、
先
ず
手

が
け
て
欲
し
い
。
又
、
2
4
時
間
の
介
護
体
制
で

生
活
保
障
が
問
題
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実

際
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
は
、
コ
｝
○

○
人
中
三
人
だ
け
。
申
請
が
、
煩
雑
過
ぎ
て
実

態
に
合
っ
て
い
な
い
点
も
改
善
し
て
欲
し
い
。

回
答
要
旨

縦
割
り
行
政
の
中
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
実
態
に
合
わ
せ
た
改
善
が
必
要
で
す
。

ま
ず
、
身
障
福
祉
や
老
人
福
祉
に
該
当
す
る
人

は
、
そ
れ
ら
の
福
祉
で
の
対
応
お
願
い
し
た
い
。

そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ら
か
ら
外
れ
た
福
祉
の
対

応
を
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

《
要
望
２
》
難
病
対
策
が
、
法
律
的
に
も
保
健

所
の
仕
事
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
事
は
好
ま
し
い

事
で
す
。
し
か
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
の
関
わ

り
の
中
で
。
こ
れ
ま
で
自
主
的
に
や
ら
れ
て
い

た
、
難
病
団
体
や
患
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
後

退
し
な
い
様
に
お
願
い
し
た
い
。

－３

研
究
が
三
五
、
調
査
研
究
し
て
い
る
疾
患
が

　

一
〇
〇
～
一
五
〇
、
患
者
団
体
が
有
る
の
が
二

〇
〇
程
度
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
全
部
を
網
羅
し

た
医
療
セ
ン
タ
ー
は
無
理
だ
。
少
な
く
と
も
、

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
「
入
院
が
長
期
に
な

る
と
診
療
報
酬
が
逓
減
さ
れ
、
結
果
的
に
病
院

か
ら
敬
遠
さ
れ
る
」
、
今
ま
で
の
様
な
事
は
、
無

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

1
5
．
「
難
病
患
者
救
済
法
」
（
仮
称
）
の
制
定
を

し
て
下
さ
い
。

称
）
の
制
定
は
、
今
回
の
［
難
病
対
策
専
門
委

員
会
中
間
報
告
］
最
終
ぺ
～
ン
で
、
「
法
制
化
の

是
非
を
含
め
て
、
今
後
検
討
を
進
め
る
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。

1
6
．
保
健
所
法
の
改
正
に
よ
っ
て
難
病
対
策
が

後
退
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

平
成
九
年
度
か
ら
、
保
健
所
の
役
割
の
中
に
、

難
病
対
策
が
付
け
加
わ
り
ま
す
。
こ
れ
で
、
法

律
的
に
も
難
病
対
策
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な

り
、
よ
り
積
極
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
出
来
る
、
と
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平
成
六
年
度
の
全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

総
会
は
、
平
成
六
年
七
月
三
日
（
日
）
に
東
京

都
新
宿
区
に
あ
る
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

第
一
部
の
総
会
は
、
岩
下
会
長
の
挨
拶
で
開
会

し
、
平
成
五
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、
会

計
監
査
報
告
と
続
き
、
役
員
改
選
、
平
成
六
年

度
方
針
、
予
算
案
を
拍
手
で
承
認
。

第
二
部
は
、
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課

の
佐
藤
課
長
補
佐
が
「
今
後
の
難
病
対
策
」
を

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

《
活
動
報
告
の
主
な
内
容
》

　

一
九
九
三
年
九
月
一
六
日
、
第
二
回
難
病
対

策
専
門
委
員
会
へ
出
席
し
、
全
難
連
活
動
を
報

告
し
、
現
在
の
難
病
対
策
へ
の
評
価
、
今
後
の

難
病
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

　

一
九
九
三
年
一
〇
月
一
八
日
、
健
康
保
険
法

改
正
に
関
す
る
要
望
書
を
厚
生
大
臣
宛
に
提
出
。

給
食
等
の
保
健
給
付
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
、

長
期
入
院
に
よ
る
経
済
的
負
担
や
医
療
を
受
け

る
機
会
の
抑
制
に
繋
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

一
九
九
三
年
一
一
月
二
日
、
国
立
療
養
所
箱

根
病
院
の
施
設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
三
年
一
一
月
七
日
、
第
五
回
難
病
を

考
え
る
集
い
を
開
催
。
「
よ
り
豊
か
に
い
き
る
」

を
題
材
に
、
上
智
大
学
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
ー
デ

ー
ヶ
ン
先
生
に
講
演
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

《
活
動
方
針
》

Ｉ
．
難
病
対
策

Ｉ
．
難
病
の
原
因
究
明
及
び
合
併
症
を
含
め
た
治

療
法
の
早
期
確
立
を
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

２
．
難
病
対
策
の
強
化
と
医
療
福
祉
の
向
上
を

厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

３
．
難
病
患
者
の
高
齢
化
対
策
を
関
係
省
庁
に

働
き
か
け
ま
す
。

４
．
高
度
の
医
療
、
高
度
の
介
護
を
必
要
と
す

る
重
症
患
者
が
安
心
し
て
入
院
で
き
る
場
所
を

確
保
す
る
よ
う
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

５
．
難
病
患
者
と
家
族
の
社
会
救
済
制
度
確
立

の
為
に
身
体
障
害
者
福
祉
法
等
の
枠
の
拡
大
を

目
指
し
ま
す

６
．
「
国
立
難
病
医
療
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
の

設
立
を
目
指
し
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

７
．
「
難
病
患
者
救
済
法
」
（
仮
称
）
の
制
定
を

目
指
し
て
運
動
を
進
め
ま
す
。

Ｈ
．
組
織
強
化
と
啓
蒙

Ｉ
．
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
全
難
連
の
組
織
強

化
と
相
互
連
帯
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

２
．
難
病
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め
る
た

め
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

３
．
事
務
局
体
制
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

《
役
員
体
制
》

会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

会
計

会
計
監
査

会
計
監
査

赤
坂

　

紀
代
子

岩
下

　

宏

武
田

　

治
子

八
宗
岡

　

峰
起
子

長
谷
川

　

孝

坂
本

　

秀
夫

柳
光
夫

松
岡

　

幸
雄

玉
木
朝
子

４
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（
１
）
自
分
の
課
題
に
挑
戦
す
る
。

　

Ａ

　

潜
在
的
能
力
の
可
能
性
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ー

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
）
の
開
発

　

人
間
は
誰
で
も
、
大
き
な
潜
在
的
能
力
の
可

能
性
を
持
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
発
揮
し
て
い

る
の
は
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
、
後
は
大
抵

置
き
去
り
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

ス
イ
ス
の
心
理
学
者
ユ
ン
グ
は
「
普
通
の
人

は
、
大
体
自
分
の
潜
在
的
能
力
の
五
〇
％
く
ら

い
を
開
発
し
て
、
後
の
半
分
は
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
て
い
る
」
と
言
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ

ー
ム
ズ
と
い
う
心
理
学
者
は
、
も
っ
と
厳
し
く
、

「
自
分
の
潜
在
的
能
力
を
Ｉ
〇
％
以
上
使
っ
て
い

る
人
に
は
、
ま
だ
会
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と
言

っ
て
い
る
。
私
の
同
僚
だ
っ
た
マ
フ
ガ
レ
。
ト
‘

ミ
ー
ト
は
、
平
均
す
れ
ば
六
％
く
ら
い
だ
と
言

い
、
『
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ー
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
』
と
い
う

著
書
の
あ
る
オ
。
ト
ー
は
、
五
％
だ
け
だ
と
述

べ
て
い
る
。
言
い
替
え
れ
ば
、
私
た
ち
は
持
っ

て
い
る
能
力
の
九
五
％
を
使
わ
ず
に
眠
ら
せ
た

ま
ま
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

あ
る
ロ
シ
ア
の
学
者
は
、
も
し
人
間
が
自
分

の
脳
の
半
分
だ
け
を
使
え
ば
、
楽
に
四
〇
か
国

語
を
マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
言
っ
て
い
る
。
私
は

実
際
に
四
〇
か
国
語
を
自
由
に
話
せ
る
人
を
、

何
人
も
知
っ
て
い
る
が
、
ど
う
し
た
ら
こ
う
い

う
能
力
を
開
発
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
近
い
北
ド
イ
ツ
の
町
で

生
ま
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
自

国
語
の
他
に
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語

を
自
由
に
話
す
。
し
か
し
、
の
ち
に
私
か
大
学

院
で
勉
強
す
る
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
く

と
、
ア
メ
リ
カ
人
に
は
英
語
し
か
で
き
な
い
人

が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
、
他
国
と
す
べ
て
地
続
き

だ
か
ら
、
日
常
生
活
に
外
国
語
は
不
可
欠
だ
。

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
人
は
大
体
世
界
中
ど
こ

へ
行
っ
て
も
英
語
で
通
用
す
る
た
め
、
他
国
の

言
葉
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
が
な
い
。
オ
ラ

ン
ダ
人
は
い
つ
も
外
国
語
に
対
す
る
挑
戦
の
場

に
い
る
わ
け
で
、
こ
の
挑
戦
に
対
す
る
応
戦
が

オ
ラ
ン
ダ
人
の
語
学
能
力
を
高
め
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
自
分
の
苦
し
い
経
験
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
他
人
の
苫
し
み
に
共
感
で
き
る
よ
う
に

な
る
人
も
多
い
。
私
か
主
唱
し
て
十
一
年
前
か

ら
始
ま
っ
た
「
生
と
死
を
考
え
る
会
」
は
、
現

在
全
国
二
二
か
所
に
増
え
、
韓
国
に
も
広
が
っ

た
。
愛
す
る
人
を
喪
っ
た
悲
嘆
か
ら
立
直
る
の

に
は
、
体
験
者
同
士
の
積
極
的
な
励
ま
し
合
い

が
大
き
な
力
と
な
る
。

　

Ｂ

　

役
割
意
識
の
転
換

　

人
生
に
は
色
々
な
段
階
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
‘
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
て
、
新
し
い
可

能
性
を
見
つ
け
だ
す
必
要
が
あ
る
。

　

よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
は
、
自
分
の
中

の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
（
楽
天
主
義
）
を
開
発
す

る
必
要
が
あ
る
。
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
（
楽
天
主

義
者
）
と
ペ
シ
ミ
ス
ト
（
悲
観
主
義
者
）
で
は
、

長
い
間
に
大
き
な
差
が
つ
い
て
し
ま
う
。

　

半
分
水
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
を
前
に
し
た
時
、

－５－
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ペ
シ
ミ
ス
ト
は
も
う
あ
と
半
分
し
か
な
い
と
、

失
っ
た
も
の
の
方
を
考
え
て
が
っ
か
り
す
る
。

オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
は
、
ま
だ
半
分
も
あ
る
と
、

残
さ
れ
た
も
の
の
方
を
見
て
ニ
コ
ニ
コ
す
る
。

つ
ま
り
同
じ
も
の
を
、
全
く
違
う
眼
鏡
で
見
て

い
る
わ
け
だ
。
私
た
ち
は
人
生
の
途
上
で
色
々

苦
し
い
体
験
に
遭
う
。
そ
の
時
に
で
き
る
だ
け

ペ
シ
ミ
ス
ト
に
な
ら
ず
、
物
事
を
明
る
く
受
け

止
め
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
で
生
き
て
行
こ
う
。

（
２
）
自
己
実
現
へ
向
か
う

　

Ａ

　

生
き
か
い
の
探
求

　

生
き
が
い
の
探
求
は
人
生
の
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
自
己
実
現
と
い
う
の
は
、
同
時
に
自
己

を
超
越
し
て
他
者
へ
愛
を
注
ぐ
こ
と
で
も
あ
る
。

　

今
、
日
本
に
は
十
二
万
人
も
の
腎
臓
病
患
者

が
い
る
。
人
工
透
析
を
受
け
な
が
ら
腎
臓
移
植

を
待
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
だ
が
、
圧
倒
的
に

ド
ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）
が
足
り
な
い
。
私
は

十
数
年
前
か
ら
腎
臓
バ
ン
ク
と
ア
イ
バ
ン
ク
に

登
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
ド
イ
ツ

に
い
る
姪
（
兄
の
娘
）
が
小
学
生
の
時
、
重
い

腎
臓
病
に
罹
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
頃
は
ド
イ
ツ

で
も
ド
ナ
ー
が
少
な
く
て
、
姪
も
長
い
間
毎
週

三
回
、
三
時
間
ず
つ
の
人
工
透
析
を
受
け
な
か

ら
、
移
植
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
。
そ
の
状
態

を
知
っ
た
私
は
、
帰
国
す
る
と
す
ぐ
、
東
京
で

腎
臓
バ
ン
ク
と
ア
イ
バ
ン
ク
に
登
録
し
た
。

　

そ
の
後
姪
は
、
交
通
事
故
で
脳
死
状
態
に
な

っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
若
い
女
性
の
腎
臓
を
移
植
し

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
、
今
は
全
く
普
通
の

人
と
変
わ
ら
ず
元
気
に
働
い
て
い
る
。
姪
の
今

の
健
康
は
、
見
知
ら
ぬ
人
の
善
意
の
賜
物
で
あ

る
。
自
分
の
死
後
に
、
苦
し
ん
で
い
る
人
を
救

う
た
め
に
身
体
の
一
部
を
贈
る
の
は
、
美
し
い

無
償
の
愛
の
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
私
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ド
イ

ツ
で
、
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
の
精
神
的
指
導
者
と

し
て
、
三
七
歳
の
若
さ
で
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
っ
て

処
刑
さ
れ
た
ア
ル
フ
レ
。
ド
ー
デ
ル
プ
神
父
の

言
葉
を
引
用
し
た
い
。
彼
は
哲
学
者
で
あ
り
、

カ
ト
リ
″
ク
の
神
父
で
も
あ
っ
た
。
死
後
に
五

冊
の
著
作
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

「
も
し
一
人
の
人
間
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
多
く

の
愛
と
平
和
、
光
と
真
実
が
世
に
も
た
ら
さ
れ

た
な
ら
、
そ
の
一
生
に
は
意
味
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
」

　

こ
の
言
葉
の
通
り
、
彼
の
一
生
は
生
き
が
い

に
溢
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
言
葉
は
、

毎
晩
寝
る
前
に
、
自
分
の
生
き
方
を
反
省
す
る

た
め
の
一
つ
の
基
準
に
で
き
る
と
思
う
。
私
た

ち
が
よ
り
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
は
、
ど
れ
ほ

ど
長
く
生
き
る
か
と
い
う
生
命
の
量
よ
り
も
、

ど
の
よ
う
な
生
き
方
を
選
ん
で
生
き
る
か
と
い

う
生
命
の
質
の
方
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

Ｂ

　

価
値
観
の
見
直
し
と
再
評
価

　

よ
り
良
き
自
己
実
現
の
た
め
に
は
、
人
生
の

各
段
階
に
合
わ
せ
て
、
価
値
観
の
見
直
し
と
再

評
価
を
行
う
こ
と
を
勧
め
た
い
。

　

例
え
ば
、
自
分
に
と
っ
て
価
値
が
あ
る
と
思

う
も
の
（
こ
と
）
を
Ｉ
〇
書
き
出
し
て
、
最
も

大
切
な
も
の
か
ら
順
に
番
号
を
つ
け
る
。
次
に

そ
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
使
っ
て
い
る

か
を
反
省
す
る
と
い
う
演
習
を
、
毎
年
日
を
決

め
て
実
施
す
る
。
こ
れ
は
自
己
の
価
値
観
を
見

直
す
の
に
役
立
つ
。

　

今
年
の
八
月
、
私
は
カ
ル
カ
。
タ
の
マ
ザ
フ
ー

テ
レ
サ
の
造
っ
た
施
設
で
、
し
ば
ら
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
働
い
た
。
道
端
で
死
に
か
け
て

い
る
人
を
連
れ
帰
っ
て
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
保
ち
な
が
ら
人
生
最
後
の
日
々
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
看
取
る
仕
事
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
世
界
中
か
ら
毎
年
千
五
百
人
も
の

６
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
て
働
い
て
い
る
。
日
本
人

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
会
っ
た
。
日
本
で

は
今
ま
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
道
な
教
育
を
続
け
れ

ば
、
必
ず
良
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
育
つ
と
思
う
。

定
年
退
職
後
の
生
き
が
い
に
も
繋
が
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
も
っ
と
盛
ん
に
し
た
い
。

（
３
）
生
と
死
を
考
え
る

　

Ａ

　

「
死
へ
の
準
備
教
育
」
の
意
識

　

私
た
ち
の
人
生
で
、
一
番
つ
ら
い
試
練
は
、

身
近
な
愛
す
る
人
の
死
を
体
験
す
る
こ
と
と
、

対
し
て
の
教
育
は
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

私
が
提
唱
し
て
い
る
「
死
へ
の
準
備
教
育
」

と
い
う
の
は
、
た
だ
死
に
つ
い
て
学
ぶ
の
で
は

な
く
、
い
か
に
最
後
ま
で
人
間
ら
し
く
生
き
抜

く
か
を
考
え
る
教
育
で
あ
る
。
「
死
へ
の
準
備

教
育
」
は
そ
の
ま
ま
、
よ
り
良
く
生
き
る
た
め

の
「
生
へ
の
準
備
教
育
」
に
他
な
ら
な
い
。

　

死
に
は
①
心
理
的
、
②
社
会
的
、
③
文
化
的
、

④
肉
体
的
な
四
つ
の
側
面
が
あ
る
。
生
き
る
意

欲
を
失
え
ば
、
そ
の
時
点
で
も
う
、
患
者
は
心

理
的
な
死
を
迎
え
る
。
こ
ど
も
た
ち
も
見
舞
い

自
分
自
身
の
死
に
直
面
す
る
こ
と
で
は
な
い
た

　
　

に
来
ず
、
孤
独
に
陥
っ
た
状
態
は
社
会
的
な
死

ろ
う
か
。
日
本
人
は
教
育
を
大
変
重
視
す
る
が
、

人
生
で
一
番
苦
し
い
試
練
で
あ
る
は
ず
の
死
に

Lかに生きる』アﾙ

講演されるデーケン先生

と
言
え
よ
う
。
文
化
的
潤
い
に
欠
け
た
病
院
内

の
環
境
は
、
肉
体
的
な
死
を
招
く
。
こ
れ
か
ら

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ー
ケ
ア
の
課
題
は
、
こ
れ
ら
四

つ
の
面
を
合
わ
せ
た
総
体
的
延
命
を
図
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
語
に
は
、
死
ぬ
と
い
う
動
詞
が
二
つ

あ
る
。
動
物
の
死
は
フ
ェ
ア
エ
ン
デ
ン
だ
が
、

人
間
の
場
合
に
は
シ
ユ
テ
ル
ペ
ン
と
い
う
。
動

物
も
人
間
も
、
死
ま
で
の
肉
体
的
な
衰
弱
の
プ

ロ
セ
ス
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
人
間
の

場
合
は
、
最
後
ま
で
精
神
的
・
人
格
的
な
成
長

を
続
け
て
、
尊
厳
に
満
ち
た
死
を
迎
え
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
勿
論
、
私
た
ち
人
間
に
は
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と

と
が
あ
る
。
死
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
面
も
多
い
が
、

最
後
の
日
々
を
い
か
に
過
ご
す
か
に
つ
い
て
は
、

自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
面
が
多
々
あ
る
。

　

Ｂ

　

自
分
自
身
の
死
を
全
う
す
る

　

私
は
今
ま
で
、
欧
米
や
日
本
で
何
百
人
も
の

末
期
患
者
の
死
ま
で
を
看
取
っ
た
。
肉
体
的
な

衰
弱
と
共
に
、
全
く
意
欲
を
失
っ
て
亡
く
な
る

人
も
多
か
っ
た
が
、
最
期
ま
で
そ
の
入
ら
し
い

個
性
的
な
生
き
方
を
貫
い
た
人
た
ち
も
い
た
。

　

東
京
大
学
大
学
院
生
だ
っ
た
上
本
修
君
は
、

末
期
癌
患
者
が
単
な
る
医
療
の
対
象
で
は
な
く
、

自
身
の
体
験
を
他
者
へ
の
教
訓
と
し
て
遺
せ
る

こ
と
を
喜
ん
で
「
生
と
死
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
。
彼
は
感
銘
深

い
ス
ピ
ー
チ
を
残
し
て
二
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

（
４
）
出
会
い
と
別
れ
を
味
わ
い
尽
く
す

　

Ａ

　

「
悲
嘆
教
育
」
の
持
つ
重
要
な
役
割

　

人
間
の
偉
大
さ
は
何
か
、
と
言
う
場
合
、
私

は
第
一
に
人
間
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

二
に
選
択
す
る
自
由
が
あ
る
。
第
三
に
愛
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
三
点
を
挙
げ
る
。

７
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愛
す
る
た
め
に
は
「
出
会
い
」
が
必
要
だ
。

「
出
会
い
」
と
い
う
の
は
、
自
分
の
狭
い
殼
か
ら

出
て
、
心
の
レ
ベ
ル
で
相
手
と
会
う
努
力
を
す

る
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た
深
み
の
あ
る
愛
の
関

係
に
も
、
現
世
で
は
い
つ
か
必
ず
別
れ
の
時
が

来
る
。
よ
り
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
は
、
別

れ
に
備
え
る
心
の
準
備
も
必
要
と
な
ろ
う
。

　

私
た
ち
の
人
生
で
一
番
苦
し
く
つ
ら
い
の
は
、

愛
す
る
人
の
喪
失
体
験
だ
ろ
う
。
そ
の
後
で
は

誰
で
も
一
連
の
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
通
過
し
て
立
直
る
ま

で
に
、
大
体
一
年
く
ら
い
か
か
る
が
、
上
手
に

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
と
、
健
康
を
害
な
う
こ
と

が
多
い
。
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
一
つ
の
仕
事

と
し
て
や
り
遂
げ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
備

え
る
悲
嘆
教
育
（
グ
リ
ー
フ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
）
は
、
「
死
へ
の
準
備
教
育
」
の
重
要
な
一

環
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
悲
嘆
の
プ
ロ

セ
ス
の
十
二
段
階
を
簡
単
に
挙
げ
て
お
く
。

　

悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
の
十
二
段
階

①
精
神
的
打
撃
と
麻
岸
状
態
。
②
否
認
。
③
パ

ニ
。
ク
。
④
怒
り
と
不
当
感
。
⑤
敵
意
と
ル
サ

ン
チ
マ
ン
（
う
ら
み
）
。
⑥
罪
意
識
。
⑦
空
想
形

成
、
幻
想
。
⑧
孤
独
感
と
抑
借
。
⑨
精
神
的
混

乱
と
ア
パ
シ
ー
（
無
関
心
）
。
⑩
あ
き
ら
め
・

受
容
。
⑥
新
し
い
希
望

　
　

ユ
ー
モ
ア
と
笑
い

の
再
発
見
。
⑤
立
直
り
の
段
階

　
　

新
し
い
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
誕
生
。

　

私
た
ち
は
人
生
の
ど
こ
か
の
段
階
で
、
こ
う

し
た
喪
失
に
伴
う
悲
嘆
の
プ
ロ
セ
ス
を
味
わ
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
誰
も
が
同
じ
よ
う
に
は
進
行

し
な
い
が
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
い
れ
ば
、
自
分
の
心
の
準

備
と
し
て
、
ま
た
他
の
人
へ
援
助
の
手
を
差
し

伸
べ
る
上
で
も
、
色
々
と
役
立
つ
と
思
う
。

　

Ｂ

　

「
配
偶
者
の
死
に
備
え
る
教
育
」
の
必

要
性

　

ま
た
、
長
い
間
連
れ
添
っ
た
配
偶
者
と
の
別

れ
に
は
、
独
特
の
つ
ら
さ
が
あ
る
。
例
え
ば
今
、

日
本
女
性
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
よ
り
も
六
年

く
ら
い
長
い
。
結
婚
す
る
場
合
大
抵
妻
の
方
が

年
下
の
ケ
ー
‘
ス
が
多
い
か
ら
、
単
純
に
考
え
て

も
、
現
在
結
婚
し
て
い
る
女
性
の
約
九
〇
％
は
、

夫
の
死
を
体
験
し
、
そ
の
後
さ
ら
に
長
い
孤
独

の
日
々
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

計
算
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
配
偶
者
を
喪
う
時
に
備
え
る
教
育

を
、
プ
レ
ー
ウ
ィ
ド
ウ
フ
ッ
ド
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
。
あ
ま
り
適
切
な
訳
語
が
な
い

の
だ
が
、
遅
く
と
も
中
年
期
か
ら
は
夫
婦
揃
っ

て
こ
の
教
育
を
受
け
、
心
の
準
備
を
整
え
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。
夫
婦
が
一
緒
に
亡
く
な
る

と
い
う
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
以
上
、

死
を
タ
ブ
ー
化
せ
ず
、
具
体
的
な
チ
エ
。
ク
ー

リ
ス
ト
を
作
っ
て
お
互
い
に
検
討
し
合
う
こ
と

を
勧
め
た
い
。
こ
れ
は
相
手
に
対
す
る
愛
情
の

再
認
識
に
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

苦
悩
に
満
ち
た
喪
失
の
悲
嘆
は
、
人
生
か
ら

喜
び
や
希
望
を
奪
っ
て
、
そ
の
後
の
人
生
を
う

ら
み
の
中
に
閉
じ
こ
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る

が
、
こ
れ
を
創
造
的
に
乗
り
越
え
た
場
合
に
は
、

よ
り
成
熟
し
た
人
格
者
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
の
著

述
家
ウ
ィ
ル
ー
デ
ュ
ー
ラ
ン
ト
は
「
大
き
な
苦

し
み
を
受
け
た
人
は
、
う
ら
む
よ
う
に
な
る
か
、

や
さ
し
く
な
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
」
と
い

う
美
し
い
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。

（
５
）
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
た
人
間
関
係
を
築
く

　

Ａ

　

ユ
ー
モ
ア
と
健
康

　

心
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
は
、
ユ
ー
モ
ア
感

覚
が
必
要
だ
。
こ
れ
は
言
い
替
え
る
と
、
ユ
ー

モ
ア
や
ほ
ほ
え
み
の
中
で
、
真
に
温
か
い
人
間

８
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関
係
を
築
い
て
行
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
こ
ん
な
興
味
深
い
実
験
が
あ
る
。

ネ
ズ
ミ
を
ノ
イ
ズ
の
多
い
不
愉
快
な
環
境
で
飼

う
と
九
〇
％
が
癌
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
こ
れ
と

対
照
的
に
、
い
つ
も
気
持
ち
の
良
い
音
楽
が
流

れ
る
快
適
な
場
所
に
置
い
た
ネ
ズ
ミ
で
、
癌
に

罹
っ
た
の
は
わ
ず
か
に
七
％
だ
け
だ
っ
た
と
言

う
。
動
物
は
環
境
の
ス
ト
レ
ス
に
す
ぐ
反
応
し

て
病
気
に
な
る
が
、
人
間
の
場
合
は
ユ
ー
モ
ア

感
覚
に
よ
っ
て
、
か
な
り
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し

て
健
康
で
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
だ
。

　

私
は
今
、
上
智
大
学
で
毎
年
一
年
生
も
教
え

て
い
る
が
、
も
う
何
年
も
前
か
ら
、
私
の
講
義

を
聞
き
な
が
ら
一
度
も
笑
わ
な
か
っ
た
学
生
の

名
簿
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
名
簿
に
祓
っ
て
い

る
学
生
の
中
か
ら
、
何
人
も
病
気
に
な
っ
て
退

学
す
る
人
が
出
る
。
授
業
中
の
面
白
い
話
題
に

も
笑
え
な
い
ほ
ど
緊
張
し
て
い
る
人
は
、
ま
じ

め
過
ぎ
て
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
み
、
病
気
に
な

り
や
す
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

Ｂ

　

ユ
ー
モ
ア
は
愛
と
思
い
や
り
の
あ
ら
わ

れ

　

私
は
ユ
ー
モ
ア
と
ジ
ョ
ー
ク
を
は
っ
き
り
区

別
す
る
。
ジ
ョ
ー
ク
と
い
う
の
は
、
言
葉
の
上

手
な
使
い
方
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
さ
な
ど
、
頭

の
レ
ベ
ル
の
技
術
だ
か
ら
、
相
手
を
傷
つ
け
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ユ
ー
モ
ア
は

心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
表
現

だ
。
あ
く
ま
で
も
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り
が
、

ユ
ー
モ
ア
の
原
点
と
な
る
。
私
た
ち
が
誰
か
に

愛
を
示
し
た
い
な
ら
、
ま
ず
相
手
が
何
を
期
待

し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
ろ
う
。

　

家
庭
で
も
学
校
で
も
職
場
で
も
、
皆
が
希
望

し
て
い
る
の
は
、
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
温
か
い

環
境
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
笑
顔
や
ユ
ー
モ
ア
に

よ
っ
て
、
そ
れ
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
誰
か
一
人
が
腹
を
立
て
る
と
、
さ
っ
と

緊
張
し
た
空
気
に
包
ま
れ
る
が
、
笑
い
な
が
ら

同
時
に
腹
を
立
て
る
こ
と
は
ま
ず
不
可
能
だ
。

誰
か
が
面
白
い
ジ
ョ
ー
ク
を
言
っ
て
皆
を
笑
わ

せ
、
一
瞬
雰
囲
気
が
和
ら
ぐ
よ
う
な
場
合
の
ジ

ョ
ー
ク
は
ユ
ー
モ
ア
と
も
重
な
る
が
、
他
人
を

傷
つ
け
る
よ
う
な
き
つ
い
ジ
ョ
ー
ク
は
、
決
し

て
ユ
ー
モ
ア
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ｃ

　

ユ
ー
モ
ア
と
笑
い
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン

　

私
た
ち
の
日
常
的
生
活
の
八
〇
％
ま
で
は
、

無
言
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
成
り
立
っ
て

い
る
。
私
は
よ
く
、
初
め
て
の
土
地
へ
講
演
に

行
く
が
、
駅
を
降
り
て
会
場
ま
で
の
道
順
が
わ

か
ら
な
い
と
、
通
り
が
か
り
の
人
に
尋
ね
る
。

［
す
み
ま
せ
ん
が
文
化
会
館
は
ど
こ
で
す
か
］
。

そ
の
時
、
中
年
の
き
ま
じ
め
そ
う
な
人
だ
と
、

大
体
反
応
は
皆
同
じ
よ
う
だ
。
大
抵
「
ノ
ー
・

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ー
イ
ン
グ
リ
ブ
ン
ユ
」
と
言
い

な
が
ら
、
手
を
振
っ
て
逃
げ
だ
し
て
し
ま
う
。

私
は
日
本
語
で
ゆ
っ
く
り
尋
ね
た
の
に
、
全
然

私
の
言
葉
を
聞
い
て
い
な
い
。
私
の
顔
だ
け
見

て
「
あ
、
外
人
だ
。
英
語
を
話
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
。
こ
れ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

何
も
な
い
。
自
分
だ
け
の
穀
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
、

も
っ
と
相
手
の
言
葉
を
聞
く
心
の
ゆ
と
り
が
ほ

し
い
と
思
う
。

　

私
は
ド
イ
ツ
で
の
子
ど
も
時
代
に
、
人
間
は

笑
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
生
物
だ
と
聞
い
た
。

そ
こ
で
早
速
、
ネ
コ
が
笑
う
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
の
実
験
に
取
り
か
か
っ
た
。
そ
の
頃
私

は
十
二
匹
の
ネ
コ
を
飼
っ
て
い
た
。
私
は
十
二

匹
の
ネ
コ
を
全
部
集
め
て
、
そ
の
前
で
色
々
面

白
い
顔
を
し
て
見
せ
た
が
、
一
匹
も
笑
っ
て
く

れ
な
か
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
全
部
ド
イ
ツ
の

－９－
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ネ
コ
だ
っ
た
か
ら
、
あ
ま
り
頭
が
良
く
な
く
て
、

　

が
間
違
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
た
時
に
は
、
自

私
の
実
験
の
目
的
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
か

　
　

分
の
日
本
語
の
知
識
の
五
〇
％
は
間
違
っ
て
い

も
知
れ
な
い
。
「
我
輩
は
ネ
コ
が
好
き
」
た
っ
た

　
　

た
わ
け
だ
か
ら
非
常
に
が
っ
か
り
し
た
。
日
本

か
ら
、
大
変
が
っ
か
り
し
た
が
、
改
め
て
人
間

　
　

人
の
中
に
い
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

だ
け
に
戴
い
た
笑
う
能
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
感

　
　

Ｉ
シ
ョ
ン
が
持
て
な
い
の
は
つ
ら
か
っ
た
。

謝
し
た
。
勿
論
、
動
物
も
全
身
で
色
々
な
感
情

　
　
　

一
生
懸
命
日
本
語
を
勉
強
し
た
が
、
失
敗
の

を
表
現
す
る
が
、
人
間
の
顔
の
豊
か
さ
と
は
比

　
　

連
続
だ
っ
た
。
し
か
し
、
何
も
わ
か
ら
な
い
の

べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
人
間
は
顔
だ
け
で
「
ア

イ
ー
ラ
ブ
ー
ユ
ー
」
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｄ

　

自
己
風
刺
の
ユ
ー
モ
ア

　

ユ
ー
モ
ア
を
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
の
よ
う
に

誤
解
す
る
人
が
い
る
が
、
真
の
ユ
ー
モ
ア
は
た

び
重
な
る
失
敗
を
通
し
て
生
ま
れ
る
も
の
だ
。

ド
イ
ツ
の
有
名
な
定
義
に
も
「
ユ
ー
モ
ア
と
は
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
笑
う
こ
と
で
あ
る
」
と
言
う
。

こ
れ
は
「
私
は
苦
し
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や

り
と
し
て
笑
顔
を
示
す
」
と
い
う
意
味
だ
。
こ

れ
が
真
に
深
み
の
あ
る
ユ
ー
モ
ア
だ
と
思
う
。

　

私
か
ユ
ー
モ
ア
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
の
も
、

人
生
で
特
に
苦
し
い
時
期
だ
っ
た
。
そ
れ
は
来

日
し
た
最
初
の
二
年
間
で
あ
る
。
日
本
に
来
る

ま
で
の
私
の
日
本
語
の
知
識
は
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」

と
「
フ
ジ
ヤ
マ
」
だ
け
だ
っ
た
。
「
フ
ジ
ヤ
マ
」

に
わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
て
大
失
敗
を
し
た
後
で
、

急
に
悟
り
の
よ
う
な
も
の
が
開
け
た
。
私
は
こ

れ
か
ら
ま
だ
何
回
も
失
敗
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の

た
び
に
自
分
に
対
し
て
怒
っ
て
い
た
ら
、
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
り
す
ぎ
て
す
ぐ
癌
に
な
っ
て
し
ま

う
。
自
分
の
失
敗
を
相
手
と
。
一
緒
に
笑
い
飛
ば

す
自
己
風
刺
の
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を
身
に
つ
け
る

必
要
性
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。

　

難
病
に
苦
し
む
方
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
様
も
、

困
難
に
負
け
ず
、
苦
し
さ
や
つ
ら
さ
を
「
に
も

か
か
わ
ら
ず
」
笑
い
飛
ば
し
て
、
明
る
く
よ
り

豊
か
な
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
切
望
し
て
い
る
。

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　

総
会
の
ご
案
内

に
平
成
７
年
７
月
２
日
（
日
）

戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ

　

研
修
室

開
会
挨
拶

　
　
　
　
　

１
時
3
0
分

議
長
選
出

平
成
６
年
度
活
動
経
過
報
告

平
成
６
年
度
決
算
報
告

会
計
監
査
報
告

平
成
７
年
度
活
動
方
針
（
案
）

平
成
７
年
度
ｐ
算
（
案
）

　

２
時
2
0
分

　
　
　
　

《
休

　

憩
》

記
念
講
演

　
　
　
　
　
　

２
時
3
0
分

　

「
公
的
介
護
休
険
の
同
題
に
つ
い
て
考
え
る
」

　

元
日
本
福
祉
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
政
亮
先
生

閉
会
挨
拶

　
　
　
　
　
　

３
時
3
0
分

　　　　

高田馬場
ミjy
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「
難
病
対
策
専
門
委
員
会
中
間
報
告
」

　

公
衆
衛
生
審
議
会
成
人
病
雌
病
部
会
は
、
平

成
六
年
し
‐
、
次
の
よ
う
な
「
難
病
対
策
専
門

委
貝
会
中
間
報
告
」
を
答
申
し
ま
し
た
。

　

本
委
貝
会
は
、
公
衆
衛
生
審
議
会
成
人
病
難

病
部
会
の
寺
門
委
貝
会
と
し
て
、
一
．
．
世
紀
に

向
け
た
総
合
的
な
雛
病
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、

平
成
比
年
七
月
以
来
、
特
定
疾
忠
調
査
研
究
事

業
及
び
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
を
巡
る
難
病

対
策
の
現
状
と
そ
の
評
価
及
び
今
後
の
対
策
の

基
本
的
な
方
向
に
つ
い
て
、
患
者
団
体
や
都
道

府
県
か
ら
の
愚
見
聴
収
を
含
め
て
、
九
回
に
わ

た
る
審
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
、
以

下
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
米
を
中
問

意
見
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
の
で
、
報
告
す
る
．

　

は
じ
め
に

　

い
は
ゆ
る
雌
病
対
策
に
つ
い
て
は
、
特
定
疾

患
訓
介
研
究
肛
業
・
特
定
疾
患
治
療
研
究
■
■
-
>
.
業

（
以
ド
「
特
定
疾
忠
研
究
事
業
」
と
い
う
）
、
身

心
身
障
害
研
究
事
業
、
小
児
慢
性
特
定
疾
忠
治
療

研
究
事
業
、
更
生
医
療
給
付
事
業
、
育
成
医
療

給
付
事
業
等
、
各
種
の
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
施
策
は
、
そ
の
根
拠
が
法
律
に

基
づ
く
も
の
と
要
綱
に
基
づ
く
も
の
と
に
、
ま

た
、
そ
の
目
的
が
原
囚
究
明
や
治
療
方
法
の
解

明
等
に
あ
る
も
の
と
児
童
の
健
全
育
成
等
に
あ

る
も
の
と
に
、
さ
ら
に
、
対
象
年
齢
が
成
人
で

あ
る
も
の
と
児
童
で
あ
る
も
の
と
に
大
別
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
ロ
に
難
病
対
策
と
い
っ
て

も
、
一
貫
し
た
系
統
だ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
。
目
的
、
対
象
年
齢
、
根
拠
等
が
一
様
で

な
い
各
種
の
施
策
か
ら
な
る
集
合
体
で
あ
り
、
幅

広
い
概
念
を
包
含
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
あ
っ

て
、
特
定
疾
患
研
究
事
業
は
、
そ
の
根
拠
を
昭

和
四
七
年
一
〇
月
に
策
定
さ
れ
た
「
難
病
対
策

要
綱
」
に
、
そ
の
目
的
も
原
因
究
明
や
治
療
方

法
の
解
明
等
に
お
か
れ
る
な
ど
、
難
病
対
策
の

象
徴
的
な
施
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
。

一
、
難
病
対
策
の
現
状

（
１
）
難
病
対
策
と
し
て
取
り
上
げ
る
疾
病
の
範

囲
は
、
「
難
病
対
策
要
綱
」
に
お
い
て
、
①
原
因

不
明
、
治
療
方
法
未
確
立
で
あ
り
、
か
つ
、
後

辿
症
を
残
す
お
そ
れ
が
少
な
く
な
い
疾
病
、
②

経
過
が
慢
性
に
わ
た
り
、
単
に
経
済
的
な
問
題

の
み
な
ら
ず
介
護
等
に
著
し
く
人
手
を
要
す
る

た
め
に
家
庭
の
負
担
が
重
く
、
ま
た
精
神
的
に

も
負
担
の
大
き
い
疾
病
と
い
う
よ
う
に
、
①
純

医
学
的
観
点
、
②
患
者
の
お
か
れ
て
い
る
臨
床

像
及
び
社
会
的
立
場
と
い
う
Ｉ
．
つ
の
観
点
か
ら

整
理
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
難
病
対
策
は
、

前
述
の
要
綱
に
基
づ
き
、
①
「
調
査
研
究
の
推

進
」
、
②
「
医
療
施
設
の
整
備
」
、
③
「
医
療
費

の
自
己
負
担
の
解
消
」
を
。
こ
本
の
柱
と
し
て
総

合
的
に
推
進
さ
れ
て
き
た
。
以
来
一
。
０
年
が
経

過
し
、
平
成
元
年
皮
に
四
本
目
の
柱
と
し
て

「
地
域
保
健
医
療
の
推
進
」
が
加
え
ら
れ
た
が
、

こ
の
間
、
難
病
対
策
を
め
ぐ
る
状
況
は
以
下
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

・
特
定
疾
患
研
究
事
業
の
成
果
に
よ
り
、
原
因

が
か
な
り
の
程
度
に
究
明
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
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と
、
対
処
療
法
が
か
な
り
進
歩
し
、
予
後
が
よ

く
な
っ
て
い
る
疾
患
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
当
初
に
比
べ
難
病
の
医
学
的
、
社
会
的
な

位
置
付
け
が
変
化
し
て
き
た
。

・
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
、
患
者
二
フ
ズ
の
多
様

化
へ
の
対
応
、
家
族
介
護
の
負
担
軽
減
化
等
の

福
祉
的
な
課
題
が
注
目
を
集
め
て
き
て
い
る
。

・
ま
た
、
特
定
疾
患
研
究
事
業
に
つ
い
て
も
、

昭
和
四
七
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、
対
象
疾
患

・
患
者
数
は
と
も
に
増
加
し
て
き
た
が
、
調
査

研
究
事
業
と
治
療
研
究
事
業
と
の
連
携
の
問
題
、

対
象
疾
患
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
２
）
一
方
、
平
成
五
年
二
一
月
三
日
に
公
布
さ

れ
た
「
障
害
者
基
本
法
」
の
附
帯
決
議
に
お
い

て
「
…
難
病
に
起
因
す
る
身
体
又
は
精
神
上

の
障
害
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
長
期
に
わ
た
り

生
活
上
の
支
障
が
あ
る
も
の
」
は
、
障
害
者
基

本
法
の
障
害
者
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
さ

れ
、
き
め
細
か
な
施
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と

か
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
六
年
七
月

一
日
に
公
布
さ
れ
た
「
地
城
保
険
対
策
強
化
の

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の

中
の
「
地
域
保
健
法
」
に
お
い
て
は
、
保
健
所

事
業
の
一
つ
と
し
て
新
た
に
「
治
療
方
法
が
確

立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
に

よ
り
長
期
に
療
養
を
必
要
と
す
る
者
の
保
健
に

関
す
る
事
項
」
が
加
え
ら
れ
、
難
病
対
策
に
お

け
る
保
健
所
の
役
割
が
明
定
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
こ
の
よ
う
に
、
難
病
対
策
に
つ
い
て
は
、

難
病
患
者
の
自
律
と
社
会
参
加
の
促
進
、
地
城

に
お
け
る
保
健
所
機
能
の
活
用
な
ど
、
障
害
基

本
法
や
地
域
保
健
法
に
沿
っ
た
対
応
が
必
要
と

な
る
な
ど
、
「
難
病
対
策
要
綱
」
に
基
づ
く
従
来

か
ら
の
施
策
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
展
開
を
検

討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
。

二
、
現
行
の
難
病
対
策
の
評
価

　

現
行
の
難
病
対
策
に
つ
い
て
、
四
本
の
柱
に

沿
っ
て
評
価
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題

点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
―
）
調
査
研
究
の
推
進

　

特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
は
、
昭
和
四
七
年

度
か
ら
ス
モ
ン
、
ベ
フ
チ
エ
。
ト
病
な
ど
八
研

究
班
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
、
四
三
研
究
班
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
班
編
成
に
つ
い
て
は
、

使
用
和
五
〇
年
度
ま
で
は
、
一
つ
の
班
が
一
疾

忠
ま
た
は
一
症
候
群
を
対
象
と
し
て
研
究
を
進

め
て
き
た
が
、
昭
利
五
一
年
度
か
ら
。
既
存
の

研
究
班
の
再
編
成
と
新
た
な
研
究
の
展
開
を
目

指
し
て
、
複
数
の
類
似
疾
患
を
ま
と
め
、
自
己

免
疫
疾
患
、
系
統
的
血
管
病
変
な
ど
の
研
究
班

を
設
け
た
ほ
か
、
治
療
・
看
護
、
疫
学
等
に
着

目
し
た
横
断
的
な
研
究
班
を
設
け
る
な
ど
、
社

会
的
な
要
請
に
対
応
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

一
般
的
な
成
果
と
し
て
は
、
患
者
数
、
性
別
、

好
発
年
齢
、
地
域
の
偏
り
な
ど
の
実
態
の
解
明
、

診
断
基
準
の
確
立
、
病
態
の
解
明
、
治
療
方
法

の
進
歩
な
ど
の
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

網
羅
的
な
班
構
成
で
あ
る
た
め
班
貝
数
が
多
く
、

一
人
当
た
り
の
研
究
費
の
配
分
額
が
少
な
い
な

ど
に
よ
り
、
掘
り
下
げ
た
研
究
の
実
施
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
長
年
続
い
て
い
る
一
部

の
研
究
班
に
お
い
て
研
究
の
手
法
や
内
容
が
硬

直
化
し
て
い
る
こ
と
、
治
療
研
究
事
業
と
の
連

携
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
等
の
指
摘
が
あ
る
。

（
２
）
医
療
施
設
の
整
備

　

厚
生
省
に
お
い
て
は
、
国
立
病
院
、
国
立
療

養
所
を
中
心
に
そ
の
整
備
が
図
ら
れ
て
き
て
お

り
、
国
立
病
院
で
は
、
昭
和
四
九
年
度
よ
り
腎

疾
忠
、
感
覚
器
疾
忠
、
リ
ウ
マ
チ
ー
ア
レ
ル
ギ
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―
疾
忠
な
ど
の
臨
床
研
究
部
等
が
設
置
さ
れ
治

　
　

て
、
治
療
研
究
に
役
立
て
る
こ
と
に
そ
の
主
眼

療
や
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
立

　
　

が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
、
治

療
養
所
で
は
、
慢
性
の
呼
吸
疾
患
、
神
経
・
筋

　
　

療
研
究
の
一
環
と
し
て
の
公
費
負
担
と
い
う
本

疾
患
等
を
取
扱
い
、
そ
れ
ぞ
れ
基
幹
施
設
と
専

　
　

来
の
目
的
よ
り
は
、
む
し
ろ
医
療
費
の
自
己
負

門
医
療
施
設
が
診
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。
さ
ら

　
　

担
の
軽
減
と
い
う
福
祉
的
な
機
能
が
着
目
さ
れ

に
、
昭
和
六
。
年
。
０
‐
に
設
ｙ
さ
れ
た
国
立

　
　

る
に
い
た
っ
て
い
る
。
本
委
０
会
で
の
議
論
に

精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
粘
神
、

　

お
い
て
も
、
特
定
疾
患
は
い
ず
れ
の
疾
患
も
忠

神
経
、
筋
疾
忠
に
関
す
る
基
礎
・
臨
床
の
総
合

　
　

者
の
数
が
比
較
的
少
な
い
、
す
な
わ
ち
稀
少
な

研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
立

　
　

疾
患
で
あ
る
た
め
原
因
の
究
明
や
治
療
方
法
の

の
専
門
施
設
を
中
心
と
し
て
、
治
療
、
調
査
研

　
　

開
発
等
に
困
難
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

究
、
研
修
を
行
い
、
難
病
対
策
全
体
の
向
ｈ
に

　
　

か
ら
、
。
定
の
症
例
数
を
確
保
す
る
よ
う
医
療

寄
与
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
俘
門
病
院
や

　
　

費
の
公
賞
負
担
制
度
が
導
人
さ
れ
た
と
い
う
経

ヴ
門
医
の
伽
在
、
医
療
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー

　
　

緯
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

の
不
足
に
よ
り
難
病
忠
者
の
円
滑
な
受
人
れ
に

　
　

一
方
で
、
調
査
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
の
中
か

支
障
が
あ
る
こ
と
、
長
期
療
養
患
者
の
受
入
れ

　
　

ら
、
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
を
選
び
出
す

体
制
が
十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
等
の
指

　
　

基
準
は
明
確
と
は
言
え
ず
、
単
に
毎
年
度
一
疾

摘
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
ず
つ
追
加
し
て
い
く
と
い
う
現
在
の
選
定
方

（
３
）
医
療
費
の
自
己
負
担
の
解
消

　
　
　
　
　
　

法
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
と
の
意
兄
も
あ
っ
た
。

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
お
業
は
、
対
象
患
者
が

　
　

（
４
）
地
域
保
険
医
療
の
推
進

比
較
的
少
数
で
難
治
度
・
重
症
度
が
高
い
疾
患

　
　
　

在
宅
医
療
を
支
援
す
る
た
め
、
平
成
元
年
度

に
つ
い
て
研
究
協
力
の
た
め
の
謝
金
と
し
て
医

　
　

か
ら
医
療
相
談
が
、
平
成
二
年
度
か
ら
訪
問
診

療
費
の
自
己
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
こ
と

　
　

療
が
保
健
所
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
て
き
て

に
よ
り
、
一
定
の
症
例
数
を
確
保
し
、
特
定
疾

　
　

お
り
、
平
成
六
年
皮
予
算
に
お
い
て
は
、
新
た

患
訓
査
研
究
丿
業
に
結
び
ぼ
‥
け
る
こ
と
に
よ
っ

　
　

に
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
使
用
す
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
な

ど
特
定
疾
心
患
者
の
緊
忽
。
峙
人
院
小
業
の
創

設
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
そ
の
施
策
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
保
険
制
度
の

上
で
は
、
本
年
四
月
か
ら
難
病
患
者
に
対
す
る

診
療
報
酬
上
の
評
価
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
、
一
〇

月
か
ら
は
訪
問
看
護
制
度
が
創
設
さ
れ
Ａ
Ｌ
Ｓ

を
は
じ
め
と
す
る
難
病
心
者
も
対
象
と
な
る
な

ど
、
在
宅
医
療
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
近

年
、
医
療
の
長
期
化
、
患
者
や
家
族
の
高
齢
化

等
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
面
の
み

な
ら
ず
、
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の
面
で
の
立
ち
遅

れ
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
施

策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
保
健
医
療
福
祉
の

連
携
や
各
種
情
報
の
提
供
が
望
ま
れ
る
。

三
、
難
病
対
策
の
基
本
方
向

（
―
）
こ
れ
ま
で
の
難
病
対
策
は
、
前
述
し
た
と

お
り
、
原
因
究
明
、
治
療
方
法
の
開
発
な
ど
、

医
療
の
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
重
点
を
お
い

て
推
進
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
長
期
療
養

を
続
け
る
患
者
の
生
活
面
に
つ
い
て
も
着
目
し
、

そ
の
（
‥
｀
Ｏ
Ｌ
の
維
持
・
向
上
を
支
援
す
る
た
め

の
対
策
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
現
在
、

－13
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特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
の
研
究
班
は
四
三
班

で
あ
り
、
そ
の
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
疾
患

は
約
一
〇
〇
疾
患
に
の
ば
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
難
病
対
策
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら

た
め
て
、
雌
病
と
考
え
ら
れ
る
疾
患
の
範
囲
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
委
貝
会
で
は
、

難
病
対
策
の
対
象
疾
患
の
範
囲
に
つ
い
て
、
①

「
稀
少
性
」
、
②
「
原
囚
不
明
」
、
③
「
効
果
的
な

治
療
方
法
未
確
立
」
、
④
「
生
活
面
へ
の
長
期
に

わ
た
る
支
障
（
長
期
療
養
を
必
要
と
す
る
）
」
と

い
う
四
つ
の
要
素
か
ら
整
理
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
。

（
２
）
右
記
の
よ
う
な
難
病
忠
者
に
対
す
る
施
策

に
当
た
っ
て
は
、
実
際
に
は
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
程
度
、

重
症
度
、
予
後
、
要
介
護
な
ど
個
々
の
疾
患
の

状
態
に
着
口
し
た
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
難
病
患
者
に
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
①
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
」
、
②
「
医
療
サ
ー

ビ
ス
」
、
③
「
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
福
祉

関
連
サ
ー
ビ
ス
」
に
分
け
、
患
者
が
そ
れ
ぞ
れ

Ａ
Ｄ
Ｌ
の
程
度
、
病
状
・
病
態
に
応
じ
て
前
記

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
総
合
的
難

病
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
今
後
の
難
病
対
策
に
つ
い
て

は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
保
健
医
療
福
祉
の
辿

携
強
化
の
重
要
性
に
鑑
み
、
従
来
の
柱
の
う
ち

四
番
目
の
「
地
域
保
健
医
療
の
推
進
」
を
「
地

域
に
お
け
る
保
健
医
療
福
祉
の
充
実
・
連
携
」

に
改
め
、
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
適

当
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
場
今
に
お
い
て
、
早

急
に
対
応
す
べ
き
事
項
と
引
き
続
き
検
討
が
必

咬
な
事
項
と
に
整
理
し
、
取
り
糾
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

ア
、
調
査
研
究
の
推
進

〔
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
〕

　

調
査
研
究
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
。
ま
ず
、

現
在
の
各
疾
患
ご
と
の
予
防
、
診
断
、
治
療
か

ら
疫
学
ま
で
の
網
羅
的
な
研
究
体
制
の
見
直
し

に
着
手
し
、
各
研
究
班
の
研
究
課
題
と
研
究
期

聞
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
治
療
研
究
事
業

と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
随
時
、
研
究
の
評

価
、
見
直
し
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〔
引
き
続
き
検
討
が
必
要
な
事
項
〕

　

将
来
的
に
は
、
上
記
の
一
連
の
見
直
し
に
沿

っ
て
、
。
定
の
タ
ー
ゲ
。
ト
を
設
定
し
て
研
究

の
範
囲
を
あ
る
程
度
絞
り
込
み
、
よ
り
効
率
的
、

重
点
的
な
研
究
が
行
え
る
よ
う
な
研
究
体
制
と

す
る
こ
と
が
適
肖
で
あ
る
。
そ
の
際
、
た
と
え

ば
、
「
新
し
い
治
療
方
法
の
確
立
」
と
い
う
観
点

か
ら
再
編
成
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
①
近
年
の
分
子
生
物
学
の
進
歩
に
よ

り
い
く
つ
か
の
疾
忠
に
お
い
て
は
辿
伝
子
変
異

と
の
関
連
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
さ
ら
に
辿
伝

子
治
療
の
可
能
性
も
期
待
で
き
る
こ
と
、
②
臓

器
や
組
織
の
移
植
に
関
す
る
技
術
の
進
歩
に
よ

り
、
今
後
は
、
い
く
つ
か
の
疾
忠
に
お
い
て
劇

的
な
改
淳
も
川
待
で
き
る
こ
と
、
③
免
疫
療
法

の
進
歩
等
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
免
疫
系
の
異

常
に
よ
る
疾
患
に
お
い
て
は
、
か
な
り
の
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
、

等
の
知
兄
に
基
づ
き
、
こ
う
し
た
分
野
や
領
域

に
重
点
的
・
集
中
的
に
研
究
費
や
人
材
を
投
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
根
本
的
な
治
療
方
法
の

確
立
と
い
う
長
年
の
夢
も
不
可
能
で
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

イ
、
医
療
施
設
の
整
備

〔
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
〕

　

長
期
療
扮
が
必
要
な
患
者
に
対
し
て
は
、
受

入
れ
医
療
機
関
の
整
備
を
は
じ
め
と
す
る
「
医

療
サ
し
ビ
ス
」
の
提
供
体
制
の
整
備
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
そ
の
充
実

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
弔
度
の
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神
経
筋
疾
患
等
の
受
入
れ
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
療
養
環
境
の
確
保
と
こ
れ
に
必
要

な
財
源
の
確
保
な
ど
、
国
公
立
病
院
を
中
心
と

し
た
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
も
引
き
続
き

検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〔
引
き
続
き
検
討
が
必
要
な
事
項
〕

　

将
来
的
に
は
、
患
者
や
家
族
の
高
齢
化
等
に

伴
い
家
庭
介
誕
力
が
低
下
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
ケ
ア
で
対
応
で
き
な
い

難
病
忠
者
に
対
し
て
、
医
学
竹
理
と
介
護
を
中

心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
え
る
よ
う
な
中
問
的

な
施
設
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
ウ
、
医
療
費
の
自
己
負
担
の
解
消

〔
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
〕

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
は
、
患
者
・
家
族

に
し
て
み
れ
ば
、
医
療
費
自
己
負
担
の
解
消
に

よ
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
い
う
側
面
を
も
っ

て
い
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
医
療
費
を
公

費
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
原
因
の
究
明
、
治
療

方
法
の
開
発
等
に
役
立
て
る
こ
と
に
そ
の
本
来

の
趣
旨
が
あ
る
。
こ
う
し
た
本
来
の
趣
旨
に
則

り
、
そ
の
事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
治

療
研
究
事
業
で
得
た
デ
ー
タ
や
成
果
等
を
蓄
積

し
調
査
研
究
に
役
立
て
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
な
ど
、
調
査
研
究
事
業
と
の
連
携
を
強
化
す

る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

〔
引
き
続
き
検
討
が
必
要
な
事
項
〕

　

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
患
の
適

否
に
つ
い
て
は
、
特
定
疾
患
対
策
懇
談
会
の
意

見
を
き
い
て
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
、

疾
患
ご
と
の
特
質
、
重
症
度
の
グ
レ
ー
ド
等
に

つ
い
て
調
査
研
究
の
成
果
に
基
づ
き
ト
分
検
討

し
た
う
え
で
、
公
費
負
担
を
行
う
治
療
研
究
の

対
象
疾
患
の
基
準
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

エ
、
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
福
祉
の
充
実
。

　

連
携

〔
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
〕

　

難
病
患
者
の
在
宅
医
療
を
支
援
す
る
た
め
、
従

来
か
ら
、
「
難
病
患
者
地
域
保
健
医
療
推
進
事

業
」
に
よ
る
訪
問
診
療
、
医
療
相
談
等
の
施
策

が
講
じ
ら
れ
て
き
て
お
り
。
当
面
、
こ
う
し
た

保
健
医
療
の
面
で
の
施
策
の
充
実
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
今
後
、
保
健
所
は
、
専
門
的
・
技

術
的
な
対
応
を
必
要
と
す
る
難
病
患
者
に
対
す

る
高
度
か
つ
効
率
的
な
保
健
指
導
な
ど
の
実
施

主
体
、
あ
る
い
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
保
健
所
を
核
と
し
た
専
門
病
院
、
地

域
医
師
会
、
市
町
村
、
福
祉
団
体
を
含
め
た
総

合
的
な
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
及
び
情
報

提
供
や
研
修
等
の
充
実
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
先
進
的
な
地
域

に
お
い
て
は
、
既
に
、
こ
う
し
た
地
域
在
宅
難

病
療
養
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
し

か
も
そ
の
支
援
組
織
と
し
て
難
病
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
参
考
に

な
る
。

〔
引
き
続
き
検
討
が
必
要
な
事
項
〕

　

今
後
、
患
者
の
在
宅
ケ
ア
ー
を
一
層
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
保
健

医
療
面
で
の
施
策
の
拡
充
に
加
え
て
、
家
事
・

介
護
等
日
常
生
活
上
の
世
話
を
行
う
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
入
浴
・
食
事
な
ど
を
含

む
日
常
生
活
援
助
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

生
活
訓
練
等
を
行
う
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

の
福
祉
関
連
施
策
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー

チ
は
、
こ
れ
ま
で
の
難
病
対
策
に
お
い
て
未
着

手
の
部
分
で
あ
り
、
福
祉
制
度
と
の
整
合
性
、

提
供
体
制
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

15
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検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
お
わ
り
に

　

本
報
告
は
、
「
難
病
対
策
要
綱
」
に
基
づ
く
難

病
対
策
の
現
状
及
び
そ
の
評
価
を
ま
と
め
た
う

え
で
、
さ
ら
に
、
今
後
の
対
策
の
基
本
的
な
方

向
に
つ
い
て
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
と
引

き
続
き
検
討
が
必
要
な
事
項
と
に
分
け
て
議
論

し
、
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本

報
告
に
お
い
て
引
き
続
き
検
討
が
必
要
と
し
て

い
る
事
項
の
ほ
か
、
現
行
「
難
病
対
策
要
綱
」

の
取
扱
、
各
種
施
策
の
対
象
者
の
範
囲
、
医
療

費
の
適
正
な
費
用
負
担
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、

難
病
対
策
の
法
制
化
の
是
非
を
含
め
て
、
今
後

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ｒ’

全
難
連
、

　

意
見
書
を
提
出

　

平
臓
六
年
一
〇
月
。
二
一
口
、
令
国
雌
病
団
体

連
絡
協
議
会
は
、
「
難
病
対
策
専
門
委
貝
会
中
間

報
告
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

以
下
は
、
そ
の
内
容
で
す
。

一
、
「
難
病
対
策
の
現
状
」
に
つ
い
て

（
１
）
我
が
国
の
難
病
対
策
は
、
「
難
病
対
策
要

綱
」
に
基
づ
く
特
定
疾
患
研
究
事
業
を
象
徴
的

な
施
策
と
し
て
前
進
し
て
き
て
い
ま
す
。
私
ど

も
患
者
団
体
は
、
こ
の
特
定
疾
患
研
究
事
業
の

柱
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
、
こ
れ
ま
で
の
特
定

疾
患
調
査
研
究
事
業
、
同
治
療
研
究
事
業
等
が

果
た
し
て
き
て
い
る
役
割
を
高
く
評
仙
し
ま
す
。

今
後
の
難
病
対
策
に
つ
い
て
も
、
現
行
の
「
難

病
対
策
要
綱
」
に
お
い
て
難
病
対
策
と
し
て
取

り
上
げ
る
疾
病
の
範
囲
に
つ
い
て
の
「
純
医
学

的
観
点
、
患
者
の
お
か
れ
て
い
る
臨
床
像
及
び

社
会
的
立
場
」
と
い
う
。
一
つ
の
観
点
を
堅
持
し
、

．
川
の
施
策
の
拡
充
、
強
化
を
願
う
も
の
で
す
。

（
２
）
同
時
に
、
難
病
患
者
の
実
態
に
合
っ
た
き

め
細
か
な
福
祉
対
策
を
期
待
し
ま
す
。
中
間
報

告
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

の
難
病
対
策
は
医
療
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に

重
点
が
置
か
れ
、
福
祉
対
策
が
欠
落
し
て
い
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
高
福

祉
社
会
と
い
わ
れ
る
今
日
に
あ
っ
て
、
経
済
的

困
窮
に
あ
え
ぐ
患
者
、
家
族
が
数
多
く
い
る
と

い
う
現
状
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま

す
。

（
３
）
国
が
雌
病
対
策
に
取
り
組
ん
で
二
〇
年
。

「
心
の
成
米
は
上
が
っ
て
い
る
も
の
の
、
未
だ

に
原
因
も
治
療
法
も
全
く
分
か
ら
ず
、
こ
れ
と

い
っ
た
医
療
も
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ

て
い
く
難
病
患
者
が
跡
を
た
た
な
い
の
も
厳
然

た
る
事
実
で
す
。
今
回
の
難
病
対
策
の
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
患
者
、
家
族
の
窮
状

を
ご
理
解
の
Ｌ
、
特
定
疾
忠
訓
育
研
究
事
業
、

同
治
療
研
究
事
業
等
の
医
療
施
策
と
、
社
会
的

ハ
ン
デ
を
救
済
す
る
た
め
の
福
祉
施
策
の
両
面

に
わ
た
る
難
病
対
策
を
構
築
す
る
よ
う
要
望
し

ま
す
。
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二
、
「
現
行
の
難
病
対
策
の
評
価
」

に
つ
い
て

（
Ｉ
）
調
査
研
究
の
推
進

中
間
報
告
で
は
．

研
究
班
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
問
題
点
を
厳
し

く
指
摘
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
私
た
ち
も

痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
病
気
の
原

囚
を
究
明
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
治
療
法
を

。
日
も
早
く
確
立
す
る
こ
と
は
、
病
気
に
苦
し

む
私
た
ち
の
晨
大
の
願
い
で
あ
り
、
研
究
班
が

十
分
な
成
米
が
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
る
よ
う
希
望
し
ま
す
。
し
か
し
、

研
究
班
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
破
直
化
の
要
囚
の
。

つ
に
、
国
の
姿
勢
に
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
見

逃
す
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
毎

乍
、
馴
査
研
究
費
の
増
額
を
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
五
瓦
年
以
降
、
調
査

研
究
費
は
二
二
億
八
七
五
〇
万
円
で
、
一
〇
年

以
ヒ
も
の
長
間
間
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
し
た
。

研
究
班
の
。
硬
直
化
を
も
た
ら
し
た
責
任
の
か
な

り
の
部
分
は
国
に
あ
る
と
、
私
た
ち
は
申
し
上

げ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

（
２
）
医
療
施
設
の
整
備
－
こ
れ
に
つ
い
て
の

中
間
報
告
の
評
価
は
事
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
、
と

巾
し
上
げ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、

国
立
病
院
、
国
立
療
養
所
を
中
心
に
あ
る
程
度

医
療
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、

未
だ
途
半
ば
で
あ
り
、
巾
間
報
告
に
い
う
よ
う

な
満
足
す
べ
き
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

中
枢
的
役
割
を
担
う
べ
き
国
立
病
院
、
国
立
療

養
所
の
現
状
は
、
私
た
ち
が
望
む
体
制
か
ら
は

大
き
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
難
病
の

調
査
研
究
、
治
療
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
言
え

ば
、
大
学
病
院
を
抜
き
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
ら
大
学
病
院
と
国
立
病
院
、
療

養
所
、
他
の
公
立
、
民
間
病
院
と
の
関
連
性
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
学
病
院
に
お
け
る
難

病
研
究
の
施
設
整
備
も
十
分
で
な
い
、
と
い
う

の
か
実
情
で
す
。
長
期
療
養
を
要
す
る
難
病
患

者
の
た
め
の
受
け
入
れ
施
設
に
至
っ
て
は
、
余

り
に
も
ニ
ー
ズ
に
程
遠
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

（
３
）
医
療
費
の
自
己
負
担
の
解
消
―
－
調
査
研

究
事
業
の
推
進
と
並
ん
で
、
治
療
研
究
事
業
は

難
病
対
策
の
根
幹
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
が
「
医
療
費
の
自
己
負
担
の
軽

減
と
い
う
福
祉
的
な
機
能
」
を
果
た
し
て
き
た

こ
と
は
、
大
い
に
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
考
え
る
時
、
今
な
お
特

定
疾
患
に
指
定
さ
れ
ず
、
医
療
費
の
公
費
負
担

を
受
け
ら
れ
な
い
患
者
か
多
数
い
る
こ
と
は
寒

心
に
耐
え
ず
、
早
急
に
救
済
策
が
講
じ
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

（
４
）
地
域
保
健
医
療
の
推
進
－
医
療
相
談
事

業
、
訪
問
診
療
事
業
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
る

な
ど
、
在
宅
療
養
忠
者
に
対
す
る
支
援
策
が
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
結
構
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
中
間
報
告
に
も
あ
る
よ
う
に
、

重
篤
な
在
宅
患
者
、
家
族
に
と
っ
て
、
最
も
必

要
と
す
る
介
護
の
人
手
、
経
済
的
な
支
援
に
つ

い
て
は
、
現
状
で
は
余
り
に
も
手
薄
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
「
難
病
対
策
の
基
本
的
方
向
」
に
つ
い
て

〒
）
こ
れ
ま
で
の
「
難
病
対
策
要
綱
」
の
理
念

に
基
づ
く
難
病
対
策
の
充
実
、
強
化
と
、
こ
れ

ま
で
欠
落
し
て
い
た
難
病
患
者
の
実
情
に
合
つ

た
き
め
細
か
な
福
祉
等
の
施
策
と
の
両
面
か
ら

の
展
開
を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
難
病
患
者

の
生
活
面
、
福
祉
面
で
の
施
策
の
必
要
性
は
中

間
報
告
の
指
摘
の
通
り
で
あ
り
「
総
合
的
難
病

保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
の
構
築
を
是
非
と

も
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。
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（
２
）
調
査
研
究
班
の
再
編
成
、
活
性
化
は
大
い

に
結
構
で
す
が
、
そ
の
際
、
調
査
研
究
費
を
惜

し
ん
で
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
時
代
の
ニ

ー
ズ
、
医
学
の
進
歩
に
合
わ
せ
て
、
新
規
研
究

班
も
大
い
に
設
け
る
べ
き
で
す
。

（
３
）
医
療
施
設
の
整
備
は
、
私
た
ち
が
長
年
要

望
し
続
け
て
い
る
「
長
期
療
養
施
設
」
「
国
立
難

病
医
療
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
の
設
置
、
厚
生
省

が
目
指
す
体
系
化
に
向
け
て
整
備
を
お
願
い
し

ま
す
。
長
期
に
わ
た
り
重
度
の
介
護
と
高
度
の

医
療
を
必
要
と
す
る
難
病
患
者
の
受
け
入
れ
体

制
は
甚
だ
不
～
分
で
あ
り
、
患
者
の
高
齢
化
問

題
と
共
に
、
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
介
護

の
殆
ど
が
患
者
の
家
族
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
現

状
に
対
し
て
、
早
急
な
対
策
を
望
み
ま
す
。

（
４
）
治
療
研
究
事
業
を
調
査
研
究
事
業
に
連
携

さ
せ
る
の
は
結
構
で
す
が
、
そ
れ
を
重
視
す
る

余
り
、
公
費
負
担
の
線
引
き
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
何
故
な
ら
、
中
問
報
告
で

も
指
摘
の
通
り
、
治
療
研
究
事
業
が
「
治
療
費

の
自
己
負
担
の
解
消
と
い
う
福
祉
的
な
機
能
」

を
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
調
査
研

究
に
資
す
る
た
め
に
は
、
疾
病
全
体
の
デ
ー
タ

の
集
約
が
必
要
で
あ
り
、
重
度
の
疾
患
だ
け
の

デ
ー
タ
で
は
不
ト
分
で
す
。
従
っ
て
、
「
重
症
度

の
グ
レ
ー
ド
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
は
反
対
で

す
。

（
５
）
「
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
福
祉
の
充
実
、

連
携
」
は
大
い
に
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

際
、
地
域
医
療
計
画
、
保
健
医
療
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
難
病
対
策
を
重
点
項
目
の
一

つ
に
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ど
ん
な
に
素
哨
ら
し
い
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
が
出
来
て
も
遠
隔
の
地
に
あ
る
患
者
は
受

診
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
難
病
患
者
が
身

近
な
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
よ
う
、
第
二
次

医
療
圏
レ
ベ
ル
で
、
き
め
細
か
い
雖
病
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

四
、
「
難
病
対
策
の
法
制
化
」
に
つ
い
て

　

中
間
報
告
に
「
総
合
的
難
病
保
健
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
難
病
患
者
も
今
後

の
難
病
対
策
が
総
合
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
財
源
や
人
材
の

確
保
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
拠
り
ど
こ
ろ

と
な
る
べ
き
法
律
の
制
定
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

法
制
化
に
よ
り
、
一
↓
○
年
問
雌
病
対
策
の
指
針

と
な
っ
て
き
た
「
難
病
対
策
要
綱
」
の
理
念
を

更
に
一
層
発
展
さ
せ
、
総
合
的
難
病
対
策
を
具

現
化
し
て
い
く
よ
う
要
望
し
ま
す
。
な
お
、
法

制
化
に
あ
た
っ
て
は
、
当
事
者
で
あ
る
私
ど
も

難
病
患
者
団
体
の
要
望
が
十
分
吸
い
上
げ
ら
れ

る
よ
う
、
雌
病
団
体
の
代
表
を
審
議
会
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
た
体
制
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
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特定疾患治療研究対象一覧表

疾　　　　　患　　　　　名 実施年月
平成５年度末

現在交付件数

１ ベーチェット病 昭和４７年　４月 13, 93 7

２ 多発性硬化症 昭和４８年　４月 4, 63 7

３ 重症筋無力症 昭和４７年　４月 8,776

４ 全身性エリテマトーデス ３ 7,677

５ スモン 1.979

６ 再生不良性貧血 昭和４８年　４月 7.902

７ サルコイドーシス 昭和４９年１０月 １０，７５７

８ 筋萎縮性側索硬化症 // 3.25 5

９ 強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎 // 18. 165
１０ 特発性血小板減少性紫斑病 /Z ２ 0.9 56

１１ 結節性動脈周囲炎 昭和５０年１０月 1.693
１２ 潰瘍性大腸炎 // ３ 3,114

１３ 大動脈炎症候群 ﾉ/ 4, 5 79

１４ ビュルガー病 ﾉ／ 9,721

１５ 天庖癒 /y 2,0 52

工６ 脊髄小脳変性症 昭和５１年１０月 11. 4 72

１７ 'クローン病 μ 9,9 80

１８ 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 // ７０２

１９ 悪性関節リウマチ 昭和５２年１０月 ４，６８７

２０ パーキンソン病 昭和５３年１０月 ２ 9. 458

２１ アミロイドーシス 昭和５４年１０月 ５５４

２２ 後縦靭帯骨化症 昭和５５年１２月 10, 660

２３ ハンチントン舞踏病 昭和５６年１０月 ３６９

２４ ウィリス動脈輪閉塞症 昭和５７年１０月 4, 682

２５ ウェゲナー肉芽腫症 昭和５９年　１月 ５０４

２６ 特発性拡張型（うっ血型）心筋症 昭和６０年　１月 5. 1 67

２７ シャイ・ドレーガー症候群 昭和６１年　１月 ３７２

２８ 表皮水瓶症（接合部型及び栄養障害型） 昭和６２年　１月 ２８２

２９ 膿庖性乾癖 昭和６３年　１月 ６５２

３０ 広範脊柱管狭窄症 昭和６４年　１月 ５７４

３１ 原発性胆汁性肝硬変 平成　２年　１月 3. 797
３２ 重症急性肺炎 平成　３年　１月 ５５５

３３ 特発性大腿骨頭壊死症 平成　４年　１月 2, 841

３４ 混合性結合組織病 平成　５年　１月 1.272

３５ 原発性免疫不全症候群 平成　６年　１月 ５０９

３６ 特発性間質性肺炎 平成　７年　１月 -

３７ 未　　　　　　定 平成８年１月予定 -

合　　　　　　　　　　　　　　　計 268. 289

－19－
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難
病
患
者
療
養
実
態
調
査
に
ご
協
力
を

　

厚
生
省
特
定
疾
患
難
病
の
ケ
ア
ー
シ
ス
テ
ム

調
査
班
は
、
今
後
の
難
病
対
策
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
中
間
報
告
を
踏
ま
え
、
「
地
域
に
お
け
る

保
健
医
療
福
祉
の
充
実
、
連
携
」
の
強
化
を
め

ざ
し
て
、
「
特
定
疾
患
（
難
病
）
療
養
実
態
調
査
」

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
難
連
は
、
こ
の
中
間
報
告
に
あ
た
り
「
医

　　　　　

＜全難連加盟団体一覧＞

全国筋無力症友の会

　

〒170東京都豊島区巣帆1－11－2陽光ハイツ502号

　

ａ

　

03 (3 947) 2128

全国膠原病友の会

　

〒102東京都千代田区富士見２－４－９

　　　　

千代田富士見スカイマンション２０３

　

ａ

　

03 (3 288) 0721

全国腎臓病患者連絡協議会

　

〒171東京都豊島区目白2－38－2紫山会ビル

　

き

　

03 (3 98 5) 7760

療
と
合
わ
せ
、
難
病
患
者
・
家
族
に
対
す
る
福

祉
の
充
実
」
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
こ
の
立
場

か
ら
、
今
回
の
実
態
調
査
か
、
難
病
患
者
の
置

か
れ
た
社
会
的
状
況
を
明
か
に
し
、
「
保
健
医
療

福
祉
の
充
実
、
連
携
」
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
こ

と
を
願
う
も
の
で
す
。

　

《
調
査
の
概
要
》

・
調
査
期
間
－
平
成
七
年
七
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
七
年
八
月
三
一
日

ベーチェット病友の会

　

〒173東京都板橋区加賀2－11－1帝京大学医学部内

　

豊

　

0 3 (3 9 6 4) 3 3 15

全国多発性硬化症友の会

　

〒n3東京都文京区

　

酋

日本ＡＬＳ協会

　

〒162新宿区納戸町７－１０３

　

ａ

　

03 (3 267) 6942

全国難病団体連絡協議会

　

〒170東京都豊島区巣鴨1－28－3クラインハウス202号

　

003 (3947) 6199　FAX 03 (3947) 6896
郵便振替

　

00180一2-116096

・
調
査
対
象
－
上
記
の
期
間
内
に
、
特
定
疾

　
　

患
医
療
受
給
証
の
交
付
申
請
（
新
規
・
更

　
　

新
）
が
あ
っ
た
方
。

・
調
査
方
法

中
井
笹
月

交
付
申
請
の
際
に
、
保
健
婦

生
年
月
日
、
疾
忠
名
、

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　

五
〇
、
〇
〇
〇
円

－20－

等
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
。

・
調
査
票
の
項
目

性
別
、
発
病
時
期
、
身
障
手
帳
・
愛
の
手

帳
の
有
無
、
医
療
機
関
、
家
族
状
況
、
現

在
の
受
療
形
態
、
療
養
状
況
、
現
在
の
病

状
・
医
療
、
受
け
て
い
る
（
受
け
た
こ
と

の
あ
る
）
サ
ー
ビ
ス
、
こ
の
人
に
と
っ
て

あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

孝
子
様

健
彦
様

＊
郵
便
振
替
口
座
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

○
○
一
八
〇
ｊ
二
１
一
ヱ
ハ
○
九
六

　
　
　
　
　
　
　

全
国
難
病
団
体
連
絡
協
議
会
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